
１　施策の名称等

施策名（基本事業）

2
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２　施策の現状分析と意図

３　成果指標の達成状況

４　施策の達成状況

施策の達成度 理由・問題点等 評価基準

Ｂ

介護状態になる可能性の高い高齢者のうち利用希望者を対
象として通所型介護予防事業を展開してきたが計画目標は若
干達成できなかった。また、総合相談支援業務については、
高齢化が進み、件数が増加してきているが、必要な支援は概
ねできており、数値目標も達成できたことから、総合的に判断
した。

Ａ：計画目標に向けて順調に推移

Ｂ：計画目標に向かって概ね順調

Ｃ：計画目標に向けて進捗はやや遅れている

Ｄ：計画目標に向け進捗は遅れている

目標値

実績値

進捗率  

実績値  

目標値

進捗率  

総合相談事業
高齢者等の生活や介護、
福祉等に関する相談を受
けた件数

目標値 1,000 1,150 1,150 3,300

実績値 1,164 1,282 1,285 3,731

進捗率 116% 111% 112% 113%
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実績値 6 9 0 15訪問型介護予防事業

上記対象者で通所型介護予防事業
の利用が不適である高齢者が訪問型
介護予防事業を利用した件数（目標
値は第５期高齢者医療福祉計画によ
る）

目標値 10 10 10

進捗率 60% 90% 0% 50%

通所型介護予防事業
二次予防事業の対象者が
通所型介護予防事業を利
用した件数

目標値 100 109 110 319

実績値 101 87 78 266

進捗率 101% 80% 71% 83%

成果指標 指標の説明 区分 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

施策の対象、意図（誰、何をどの
ようにしたいのか）

要介護状態となる可能性の高い高齢者を早期に把握し、介護予防を進めていくための事
業と、支援を必要とする高齢者の総合相談支援体制の充実を図る必要がある。

施策の現状（現状どのような手段
を講じているか）

介護保険特別会計（保険事業勘定）の地域支援事業費での事業である。
介護予防事業の二次予防事業として通所型介護予防事業及び訪問型介護予防事業の
実施
総合相談事業の実施

施策の課題
介護保険法が改正（平成２７年４月施行だが、平成２９年度から実施、一部事業は平成３
０年度から実施開始可能の経過措置あり）し、上記事業が変更になる予定。

目標年度
（   年度）

介護予防事業の推進（２－５－２）

総合計画の位置づけ
基本目標 安心して健やかに暮らせるまちづくり

主要施策 高齢者福祉の充実

平成26年度施策評価調書

整理番号 6

評価担当課 健康福祉部地域包括支援センター
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５　今後の方向性

６　ワーキンググループの意見等

７　外部評価の意見等

８　2次評価の意見等

９　施策を構成する事務事業

（１）Ｈ25年度実施事業

妥当性 有効性 効率性 公平性 達成度 評価

1 a a a a b A A A

2 a a a a a A A A

3 a a a a a A A A

 　

 

  

（２）その他の取組（既に終了した事業や予算を伴わない取組等（１）以外の取組を記入してくだい。）

 

 

  

  

総合相談事業
高齢者等の生活や介護、
福祉等に関する総合相談
支援を行う

9,927

   

2次
評価

通所型介護予防事
業

市直営と介護保険通所系
サービス事業所委託による
通所型介護予防事業

11,183

訪問型介護予防事
業

上記通所型介護予防事業を
利用できない対象者を保健師
等が訪問する介護予防事業

1,052

通所型介護予防事業と訪問型介護予防事業は介護保険法改正後、変更される予定だが、介護予防に関する取り組みはよ
り強化される見込みである。
高齢者等に関する様々な相談は今後も多様化していくと考える。様々な相談に対して必要な支援ができるよう職員配置等も
検討して取り組んでいく。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次評価のとおり

事業
番号

事務事業名 事業の概要 H25決算額

1次評価
外部
評価
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